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 株価の節目を考える際に用いられるのが過去の高値や安値、又は出来高が多い価格帯が節目として考えられま

す。高値・安値は瞬間的なもので出来高が多いとは限りませんが、心理面においての節目となります。出来高が多

い価格帯は需給面における節目であり、また、その値段で売買された投資家が多いということになります。 

通常、出来高というのは、日足の場合、1 日に取引された出来高を日ごとに縦棒グラフでチャート上に表示され、

この出来高の推移を見ることで、取引量の変化、活況度などを測ることができます。その出来高を「日」ではなく、過

去に売買された株数を「価格帯別」に集計したものを横棒グラフで表示したのが価格帯別出来高です。 

現在の株価が、出来高の多い価格帯よりも若干上に位置している場合には、出来高の多い価格帯が“支持帯”

として機能し、株価が上昇しやすいと考えます。また、逆に、現在の株価が、出来高の多い価格帯よりも若干下に

位置している場合には、“抵抗帯”として機能し株価が下落しやすいと考えます。もし、これらの“支持帯”を割り込ん

だときには“弱気転換”、“抵抗帯”を上昇突破したときには“強気転換”したと考えます。このように出来高が突出し

ている価格は、「一旦株価が下げ（上げ）止まる可能性が高く、抵抗ラインとなる」ことが多くあります。ただし、時間

の経過とともに凹凸の状況に変化が出ます。過去の因縁玉、しこり玉を見分けるのに有益と思われます。 

価格帯別出来高（かかくたいべつできだか） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「リアル株価ボード」より 

2006年 9月～2007年 3月 14日までの半年間 

2007年 1月～2007年 7月 12日までの半年間 

半年の表示期間であるため、日数の経過とともに出来高の分布は変化します。

制度信用取引期間（半年）の中でどの辺りが売買コストかを推測できます。

上昇過程であれば、どのくらいの

押し目かを探るのに有効ですが、

そこまで下落するとは限りません。

下落過程または保合いの場合、

過去の影響を大きく受けますの

で節目として機能します。 


